
 

 

福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅰ章 2.4 特定原子力施設の今後のリスク低減対策） 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

2.4 特定原子力施設の今後のリスク低減対策 

 

（中略） 

 

2.4.1 添付資料 

 添付資料－１ 実施を計画しているリスク低減対策ならびに適切性 

 

添付資料－１ 

 

（中略） 

 

実施を計画しているリスク低減対策ならびに適切性（６／９） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（以下，省略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.4 特定原子力施設の今後のリスク低減対策 

 

（中略） 

 

2.4.1 添付資料 

 添付資料－１ 実施を計画しているリスク低減対策ならびに適切性 

 

添付資料－１ 

 

（中略） 

 

実施を計画しているリスク低減対策ならびに適切性（６／９） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（以下，省略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大型廃棄物保管庫の追加 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章 2.45 大型廃棄物保管庫） 

 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

2.45 大型廃棄物保管庫 

2.45.1 基本設計 

 

（中略） 

 

2.45.1.5 主要な構築物，系統及び機器 

大型廃棄物保管庫には，主要な構築物，系統及び機器として，建屋，換気設備及びクレーンを設ける。 

 

 

（中略） 

 

（現行記載なし） 

 

 

 

（中略） 

 

2.45.2 基本仕様 

2.45.2.1 主要仕様 

 

（中略） 

 

（現行記載なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（中略） 

 

 

 

 

 

 

 

2.45 大型廃棄物保管庫 

2.45.1 基本設計 

 

（中略） 

 

2.45.1.5 主要な構築物，系統及び機器 

大型廃棄物保管庫には，主要な構築物，系統及び機器として，建屋，換気設備，クレーン及び保管架台

を設ける。 

 

（中略） 

 

(4) 保管架台 

 使用済吸着塔等は，直接支持構造物である保管架台を用いることにより安定に静置する。保管架台は

床版に固定する。 

 

（中略） 

 

2.45.2 基本仕様 

2.45.2.1 主要仕様 

 

（中略） 

 

(6) 吸着塔保管体数 

        360 体（第二セシウム吸着装置吸着塔，第三セシウム吸着装置吸着塔，多核種除去設

備処理カラム，高性能多核種除去設備吸着塔，ＲＯ濃縮水処理設備吸着塔） 

※特定原子力施設への指定に際し東京電力株式会社福島第一原子力発電所に対して

求める措置を講ずべき事項の『Ⅰ．全体工程及びリスク評価について講ずべき措

置』を踏まえ，水処理二次廃棄物の早期屋内保管による特定原子力施設全体のリ

スク低減及び最適化のため，当面（2033 年度まで）はＣクラスの地震力及びＳク

ラスの静的地震力を適用し，使用済吸着塔等を保管する。 

 

 

（中略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保管架台の設置に伴う記載の

追加および適正化 

 

 

 

保管架台の設置に伴う記載の

追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保管架台の設置に伴う吸着塔

保管体数の追加 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章 2.45 大型廃棄物保管庫） 

 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

添付資料－4 

 

可燃性気体の滞留防止及び崩壊熱の除去性能に関する説明書 

 

（中略） 

 

3.崩壊熱の除去性に対する屋内保管化の影響評価 

 

（中略） 

 

3.2屋内保管化の影響評価の前提条件 

吸着塔の屋内保管化に伴う影響評価に用いる前提条件は，以下のとおりである。 

(1)  崩壊熱は，1～3号機炉心の 2020年 3月時点までの減衰を考慮して 1～3号機炉心の総崩壊熱量を

算出。ここに含まれる 137Cs，90Sr の寄与のうち処理（汚染水）に移行した分が全て吸着材に捕集さ

れて大型廃棄物保管庫に保管されると想定する。算出した崩壊熱は保守的に 100kWとして評価する。 

 

 

（中略） 

 

(5)  吸着塔の中心温度は，実施計画Ⅱ.2.5「汚染水処理設備等」で評価された，外気温度 40℃で 450℃

（評価対象：第二セシウム吸着装置吸着塔）との評価を準用する。 

 

（中略） 

 

3.6屋内保管化の影響の評価結果 

換気設備の停止を想定すると，大型廃棄物保管庫内の最高温度は約 60℃と評価され，Ⅱ.2.5 汚染水

処理設備等における評価条件 40℃に比べて約 20℃高くなる。この温度の上昇により吸着塔中心温度も

従前の評価値 450℃に比べ 20℃上昇した 470℃となるが，吸着材の安定限界温度である 600℃を下回る

ため，安全上の問題はないことを確認した。 

 

（中略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料－4 

 

可燃性気体の滞留防止及び崩壊熱の除去性能に関する説明書 

 

（中略） 

 

3.崩壊熱の除去性に対する屋内保管化の影響評価 

 

（中略） 

 

3.2屋内保管化の影響評価の前提条件 

吸着塔の屋内保管化に伴う影響評価に用いる前提条件は，以下のとおりである。 

(1)  崩壊熱は，1～3号機炉心の 2020年 3月時点までの減衰を考慮して 1～3号機炉心の総崩壊熱量を

算出。ここに含まれる Cs-137，Sr-90 の寄与のうち処理（汚染水）に移行した分が全て吸着材に捕

集されて大型廃棄物保管庫に保管されると想定する。算出した崩壊熱は保守的に 100kW として評価

する。 

 

（中略） 

 

(5)  吸着塔の中心温度は，実施計画Ⅱ.2.5「汚染水処理設備等」で評価された，外気温度 40℃で 470℃

（評価対象：第二セシウム吸着装置同時吸着塔（TYPE-A））との評価を準用する。 

 

（中略） 

 

3.6屋内保管化の影響の評価結果 

換気設備の停止を想定すると，大型廃棄物保管庫内の最高温度は約 60℃と評価され，Ⅱ.2.5 汚染水

処理設備等における評価条件 40℃に比べて約 20℃高くなる。この温度の上昇により吸着塔中心温度も

従前の評価値 470℃に比べ 20℃上昇した 490℃となるが，吸着材の安定限界温度である 600℃を下回る

ため，安全上の問題はないことを確認した。 

 

（中略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載の適正化 

 

 

 

 

 

記載の適正化（記載する代表の

吸着塔の種類を、線源強度の最

も大きい第二セシウム吸着装

置吸着塔から吸着塔の温度評

価が最も厳しい（吸着材の許容

温度と吸着塔中心温度の差が

最も小さい）第二セシウム吸着

装置同時吸着塔（TYPE-A）に見

直し） 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章 2.45 大型廃棄物保管庫） 

 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

添付資料－6 

 

大型廃棄物保管庫に係る確認事項 

 

（中略） 

 

大型廃棄物保管庫の設備の工事に係る確認事項を表－２～６に示す。 

 

（中略） 

 

表－７ 主要部材一覧 

 

（中略） 

 

（現行記載なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料－6 

 

大型廃棄物保管庫に係る確認事項 

 

（中略） 

 

大型廃棄物保管庫の設備の工事に係る確認事項を表－２～６及び表－９に示す。 

 

（中略） 

 

表－７ 主要部材一覧（クレーン） 

 

（中略） 

 

表－９ 確認事項（保管架台） 

確認事項 確認項目 確認内容 判定基準 

構造強度 

・耐震性 

材料確認 

実施計画に記載されている主

要部材の材質を確認する。 

実施計画に記載の材料を使用

していること。 

基礎ボルトについて，実施計

画に記載されている材質を確

認する。 

実施計画に記載の材料を使用

していること。 

外観確認 
組み立てた状態における外観

を確認する。 
有意な欠陥がないこと。 

寸法確認 

実施計画に記載されている主

要寸法を確認する。 

実施計画に記載の寸法が許容

範囲内であること。 

基礎ボルトについて，実施計

画に記載されている呼び径で

あることを確認する。 

寸法が許容範囲内であるこ

と。 

固定治具について，実施計画

に記載されている主要寸法を

確認する。 

実施計画に記載の寸法が許容

範囲内であること。 

据付確認 
組み立てた状態における据付

状態を確認する。 

実施計画の通りに施工・据付

がなされていること。 

性能 容量確認 
実施計画に記載されている吸

着塔保管容量を確認する。 

実施計画に記載されている吸

着塔保管容量があること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保管架台の設置に伴う記載の

追加 

 

 

記載の適正化 

 

 

 

保管架台の設置に伴う記載の

追加 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章 2.45 大型廃棄物保管庫） 

 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

（現行記載なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保管架台の設置に伴う平面図

の追加 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章 2.45 大型廃棄物保管庫） 

 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

（現行記載なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保管架台の設置に伴う外形図

の追加 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章 2.45 大型廃棄物保管庫） 

 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

（現行記載なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－９ 基礎ボルト概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１０ 固定治具組付け概要図 

 

 

 

 

 

 

 

 

保管架台の設置に伴う基礎ボ

ルト概略図の追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保管架台の設置に伴う固定治

具組付け概要図の追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
テーパブロック 

梁 

吸着塔との接触面 

クサビ 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章 2.45 大型廃棄物保管庫） 

 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

（現行記載なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１１ 固定治具据付概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保管架台の設置に伴う固定治

具据付概略図の追加 
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固定治具 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章 2.45 大型廃棄物保管庫） 

 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

（現行記載なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１２ 固定治具外形図 

 

表－１０ 主要部材一覧（保管架台） 

機器 部位 使用材料 

保管架台 

梁 BCR295 

柱 BCR295 

ブレース SN400B 

基礎ボルト SD345 

 

 

 

 

 

保管架台の設置に伴う固定治

具外形図の追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保管架台の設置に伴う記載の

追加 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章 2.45 大型廃棄物保管庫） 

 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

添付資料－7 

 

大型廃棄物保管庫設置工程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（中略） 

添付資料－7 

 

大型廃棄物保管庫設置工程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（中略） 

 

 

 

 

 

保管架台の設置工程の追加及

び記載の適正化（建屋耐震補強

工事の実績反映） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項　　目
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

項　　目
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

項　　目
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

2024年

換気設備，
電源・計装設備

設置工事

鉄骨・外装・屋根工事

機器設置工事

クレーン設置工事

大型廃棄物保管庫
建屋設置工事

換気設備，
電源・計装設備

設置工事

クレーン
設置工事

2022年 2023年

建屋耐震補強工事

保管架台設置工事

クレーン
設置工事

2019年 2020年 2021年

大型廃棄物保管庫
建屋設置工事

地盤改良
基礎工事

鉄骨・外装・屋根工事

機器設置工事

保管架台設置工事

建屋耐震補強工事

建屋耐震補強工事

換気設備，
電源・計装設備

設置工事

クレーン
設置工事

建屋耐震補強工事

2025年 2026年 2027年

大型廃棄物保管庫
建屋設置工事

保管架台設置工事

建屋耐震補強工事

保管架台設置工事

項　　目
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

項　　目
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

項　　目
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

建屋耐震補強工事

建屋耐震補強工事 建屋耐震補強工事

換気設備，
電源・計装設備

設置工事

クレーン
設置工事

建屋耐震補強工事

2025年 2026年 2027年

大型廃棄物保管庫
建屋設置工事

クレーン
設置工事

2019年 2020年 2021年

大型廃棄物保管庫
建屋設置工事

地盤改良
基礎工事

鉄骨・外装・屋根工事

機器設置工事

2024年

換気設備，
電源・計装設備

設置工事

鉄骨・外装・屋根工事

機器設置工事

クレーン設置工事

大型廃棄物保管庫
建屋設置工事

換気設備，
電源・計装設備

設置工事

クレーン
設置工事

2022年 2023年

建屋耐震補強工事
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章 2.45 大型廃棄物保管庫） 

 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

添付資料－9 

 

火災防護に関する説明書並びに消火設備の取付箇所を明示した図面 

 

（中略） 

 

2. 火災の発生防止  

2.1 不燃性材料，難燃性材料の使用  

大型廃棄物保管庫の建屋の主要構造部である壁，柱，床，梁，屋根は，実用上可能な限り不燃性

又は難燃性材料を使用する。また，間仕切り壁及び天井材についても，建築基準法及び関係法令に

基づき，実用上可能な限り不燃性又は難燃性材料を使用する。  

更に，建屋内の機器，配管，ダクト，トレイ，電線路，盤の筐体，及びこれらの支持構造物につ

いても，実用上可能な限り不燃性又は難燃性材料を使用し，幹線ケーブル及び動力ケーブルは難燃

ケーブルを使用する他，消防設備用のケーブルは消防法に基づき，耐火ケーブルや耐熱ケーブルを

使用する。 

 

（中略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料－9 

 

火災防護に関する説明書並びに消火設備の取付箇所を明示した図面 

 

（中略） 

 

2. 火災の発生防止  

2.1 不燃性材料，難燃性材料の使用  

大型廃棄物保管庫の建屋の主要構造部である壁，柱，床，梁，屋根は，実用上可能な限り不燃性

又は難燃性材料を使用する。また，間仕切り壁及び天井材についても，建築基準法及び関係法令に

基づき，実用上可能な限り不燃性又は難燃性材料を使用する。  

更に，建屋内の機器，配管，ダクト，トレイ，電線路，盤の筐体，及びこれらの支持構造物並び

に使用済吸着塔等を直接支持する保管架台についても，実用上可能な限り不燃性又は難燃性材料を

使用し，幹線ケーブル及び動力ケーブルは難燃ケーブルを使用する他，消防設備用のケーブルは消

防法に基づき，耐火ケーブルや耐熱ケーブルを使用する。 

 

（中略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保管架台の設置に伴う記載の

追加 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章 2.45 大型廃棄物保管庫） 

 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

添付資料－10 

 

大型廃棄物保管庫内作業に係る作業者の被ばく線量低減対策について 

 

（中略） 

 

2. 使用済吸着塔等の取扱作業 

 

（中略） 

 

（現行記載なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（中略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料－10 

 

大型廃棄物保管庫内作業に係る作業者の被ばく線量低減対策について 

 

（中略） 

 

2. 使用済吸着塔等の取扱作業 

 

（中略） 

 

 また，使用済吸着塔等と保管架台の固定作業における被ばく線量低減のため，クサビ型の固定治具を

用いることで作業時間の短縮による作業者の被ばく低減を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（中略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保管架台の設置に伴う記載の

追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
梁 

使用済吸着塔等 柱 

固定治具 

クサビ 

梁 

テーパブロック 

吸着塔との接触面 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章 2.45 大型廃棄物保管庫） 

 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

添付資料－11 

 

大型廃棄物保管庫の耐震性に関する説明書 

 

（中略） 

 

8. 別添 

別添－1 大型廃棄物保管庫における耐震クラス及び適用する地震力の設定 

別添－2 大型廃棄物保管庫クレーンの耐震性についての計算書 

別添－3 大型廃棄物保管庫建屋の構造強度及び耐震性について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料－11 

 

大型廃棄物保管庫の耐震性に関する説明書 

 

（中略） 

 

8. 別添 

別添－1 大型廃棄物保管庫における耐震クラス及び適用する地震力の設定 

別添－2 大型廃棄物保管庫クレーンの耐震性についての計算書 

別添－3 大型廃棄物保管庫建屋の構造強度及び耐震性について 

別添－4 大型廃棄物保管庫保管架台の耐震性についての計算書（静的地震力（水平：３.６Ｃｉ，

鉛直：１.２Ｃｖ）） 

別添－5 使用済吸着塔等の耐震性についての計算書（静的地震力（水平：３.６Ｃｉ，鉛直：１.

２Ｃｖ）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保管架台の設置に伴う記載の

追加 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章 2.45 大型廃棄物保管庫） 

 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

別添－1 

 

大型廃棄物保管庫における耐震クラス及び適用する地震力の設定 

 

（中略） 

 

表 3 大型廃棄物保管庫の耐震クラス分類注)1 

機
器
区
分 

設備名称 
耐震上の 

安全機能＊1 

耐
震
ク
ラ
ス 

直接支持

構造物 

間接支持構

造物 

波及的影響を考慮す

べき施設 

（ ）内は耐震クラス，【 】内は確認用地震動
＊2を示す 

（使用済吸着塔等） 

・閉じ込め機

能（液体，

固体） 

・遮へい機能 

Ｓ注)2 － 
建屋（基礎）

【Ｓｓ】 

建屋（屋根）【Ｓｓ】 

建屋（壁）【Ｓｓ】 

建屋（柱，梁）【Ｓｓ】 

クレーン【Ｓｓ】 

大 

型 

廃 

棄 

物 

保 

管 

庫 

建屋（屋根） 
・遮へい機能 

Ｃ － － － 

建屋（壁） 

建屋（柱，梁） － 

建屋（基礎（堰）） 

・漏えい拡大

防止機能 

・使用済吸着

塔等の間接

支持 

クレーン ・（運搬機能） Ｃ 

機器の支

持構造物

（Ｃ） 

建屋（基礎） 

【Ｓｃ】 
－ 

換気設備 ・（換気機能） Ｃ 

建屋（柱，

梁）【Ｓｃ】 

－ 

非常用ベント口 
・水素の排出

機能 
Ｃ － 

電源・計装設備 

・（電源供給機

能，計測機

能） 

Ｃ － 

＊1：括弧内は設備の機能を示す。 

＊2：確認用地震動について，Ｓｓは基準地震動，ＳｃはＣクラスの施設に適用される静的震

度を示す。 

  注)1：使用済吸着塔保管架台は別途申請予定であるため，本表には記載しない。 

注)2：既設の使用済吸着塔等はＢクラスで認可済 

 

 

 

 

 

別添－1 

 

大型廃棄物保管庫における耐震クラス及び適用する地震力の設定 

 

（中略） 

 

表 3 大型廃棄物保管庫の耐震クラス分類 

機
器
区
分 

設備名称 
耐震上の 

安全機能＊1 

耐
震
ク
ラ
ス 

直接支持

構造物 

間接支持構

造物 

波及的影響を考慮す

べき施設 

（ ）内は耐震クラス，【 】内は確認用地震動
＊2を示す 

（使用済吸着塔等） 

・閉じ込め機

能（液体，

固体） 

・遮へい機能 

Ｓ注)1 
保管架台

（Ｓ） 

建屋（基礎）

【Ｓｓ】 

建屋（屋根）【Ｓｓ】 

建屋（壁）【Ｓｓ】 

建屋（柱，梁）【Ｓｓ】 

クレーン【Ｓｓ】 

大 

型 

廃 

棄 

物 

保 

管 

庫 

建屋（屋根） 
・遮へい機能 

Ｃ － － － 

建屋（壁） 

建屋（柱，梁） － 

建屋（基礎（堰）） 

・漏えい拡大

防止機能 

・使用済吸着

塔等の間接

支持 

クレーン ・（運搬機能） Ｃ 

機器の支

持構造物

（Ｃ） 

建屋（基礎） 

【Ｓｃ】 
－ 

換気設備 ・（換気機能） Ｃ 

建屋（柱，

梁）【Ｓｃ】 

－ 

非常用ベント口 
・水素の排出

機能 
Ｃ － 

電源・計装設備 

・（電源供給機

能，計測機

能） 

Ｃ － 

＊1：括弧内は設備の機能を示す。 

＊2：確認用地震動について，Ｓｓは基準地震動，ＳｃはＣクラスの施設に適用される静的震

度を示す。 

 注)1：既設の使用済吸着塔等はＢクラスで認可済 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保管架台の設置に伴う記載の

削除 

 

 

 

保管架台の設置に伴う記載の

追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保管架台の設置に伴う記載の

削除及び適正化 
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福島第一原子力発電所 特定原子力施設に係る実施計画変更比較表（第Ⅱ章 2.45 大型廃棄物保管庫） 

 

変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

2. 施設・設備の特徴に応じた適用する地震力の設定 

  廃炉活動への影響，上位クラスへの波及的影響，供用期間，設計の進捗状況，内包する液体の放射

能量等を考慮した上で，施設・設備の特徴に応じた地震力を設定する。 

なお，クレーンに適用する確認用地震動は，表 3に示すとおりＳｓ９００であるが，表 4に示す施

設・設備の特徴を考慮すると，Ｓｓ９００に対する貯蔵エリア（北）（中）へ貯蔵する使用済吸着塔

等への波及的影響は低いため，波及的影響として考慮する確認用地震動はＳｄ４５０とする。 

大型廃棄物保管庫における施設・設備の特徴を表 4，適用する地震力を表 5に示す。 

 

表 4 大型廃棄物保管庫における施設・設備の特徴 

項目 大型廃棄物保管庫の状況 備考 

廃炉活動

への影響 

・屋外の一時保管施設で保管している使用済吸着塔等を屋内保管す

ることで，周辺環境への汚染拡大防止，放射線影響軽減を図り，

長期間，安定に保管すること目的として設置する建屋である 

・現状，第二／第三セシウム吸着塔の保管用架台は，第一／第四施

設に十分数が確保できているため，使用済吸着塔等の保管容量の

逼迫リスクは低い（最大の発生量を考慮しても 4年程度は屋外保

管可能）が，大型廃棄物保管庫の運用開始が大幅に遅延した場合

は影響あり 

・大型廃棄物保管

庫を新設する場

合，屋外保管の

逼迫リスクが高

まる。一方，既

設の補強を行う

ことにより工程

短縮が可能であ

る 

上位クラ

スへの波

及的影響 

・使用済吸着塔等への波及的影響が考えられるため，クレーンにつ

いて波及的影響を与えない耐震設計を実施済み 

 

供用期間 ・長期間（使用済吸着塔等の最終処分までの間）  

設計の進

捗状況 

・クレーンはＳｄ４５０を考慮した耐震設計を実施済み  

内包する

液体の放

射能量 

・第二／第三セシウム吸着塔には 1基あたり最大 1.65m3の内包水が

あるものと仮定しており，放射能濃度は 107Bq/Lオーダーである 

・基礎（堰）は，Ｃクラスの地震力で漏えい拡大防止機能が失われ

ない設計とする 

・基礎スラブは，Ｓｓ９００で使用済吸着塔等の間接支持機能が失

われない設計とする 

・週 1回のパトロールで使用済吸着塔等からの漏えいがないことを

確認し，漏えいが確認された場合はふき取り等の対応を速やかに

実施する 

 

施設・設

備の特徴 

・Ｓｓ９００にてクレーンが使用済吸着塔等へ波及的影響を及ぼさ

ないことを確認するまでは，貯蔵エリア（南）は使用しない 

・使用済吸着塔等の格納作業でクレーンが動作する時間は，施設運

用期間に比べ極めて短い 

・クレーンの運搬ルートは，保管中の使用済吸着塔等の上を通過し

ないことを基本とし，通常停止位置（ホームポジション）が，保

管中の使用済吸着塔等に干渉する位置ではない 

・貯蔵エリア（北）（中）での保管では，使用済吸着塔等とクレーン

通常停止位置の離隔が十分確保されている 

・使用済吸着塔等を保管した後は，原則としてクレーンが通常停止

位置（ホームポジション）から移動することはない 

 

 

 

2. 施設・設備の特徴に応じた適用する地震力の設定 

  廃炉活動への影響，上位クラスへの波及的影響，供用期間，設計の進捗状況，内包する液体の放射

能量等を考慮した上で，施設・設備の特徴に応じた地震力を設定する。 

なお，クレーンに適用する確認用地震動は，表 3に示すとおりＳｓ９００であるが，表 4に示す施

設・設備の特徴を考慮すると，Ｓｓ９００に対する貯蔵エリア（北）（中）へ貯蔵する使用済吸着塔

等への波及的影響は低いため，波及的影響として考慮する確認用地震動はＳｄ４５０とする。 

大型廃棄物保管庫における施設・設備の特徴を表 4，適用する地震力を表 5に示す。 

 

表 4 大型廃棄物保管庫における施設・設備の特徴 

項目 大型廃棄物保管庫の状況 備考 

廃炉活動

への影響 

・屋外の一時保管施設で保管している使用済吸着塔等を屋内保管す

ることで，周辺環境への汚染拡大防止，放射線影響軽減を図り，

長期間，安定に保管すること目的として設置する建屋である 

・現状，第二／第三セシウム吸着塔の保管用架台は，第一／第四施

設に十分数が確保できているため，使用済吸着塔等の保管容量の

逼迫リスクは低い（最大の発生量を考慮しても 4年程度は屋外保

管可能）が，大型廃棄物保管庫の運用開始が大幅に遅延した場合

は影響あり 

・使用済吸着塔等の屋外一時保管は，容器の腐食等による内包水あ

るいは吸着材の漏えいによる汚染拡大や放射線影響のリスクがあ

るため，早期に屋内保管へ移行する必要がある 

・大型廃棄物保管

庫を新設する場

合，屋外保管の

逼迫リスクが高

まる。一方，既

設の補強を行う

ことにより工程

短縮が可能であ

る 

上位クラ

スへの波

及的影響 

・使用済吸着塔等への波及的影響が考えられるため，クレーンにつ

いて波及的影響を与えない耐震設計を実施済み 

 

供用期間 ・長期間（使用済吸着塔等の最終処分までの間）  

設計の進

捗状況 

・クレーンはＳｄ４５０を考慮した耐震設計を実施済み 

・保管架台はＳクラスに適用する静的地震力（水平：３．６Ｃｉ，

鉛直：１．２Ｃｖ）を考慮した耐震設計を実施する 

 

内包する

液体の放

射能量 

・第二／第三セシウム吸着塔には 1基あたり最大 1.65m3の内包水が

あるものと仮定しており，放射能濃度は 107Bq/Lオーダーである 

・基礎（堰）は，Ｃクラスの地震力で漏えい拡大防止機能が失われ

ない設計とする 

・基礎スラブは，Ｓｓ９００で使用済吸着塔等の間接支持機能が失

われない設計とする 

・週 1回のパトロールで使用済吸着塔等からの漏えいがないことを

確認し，漏えいが確認された場合はふき取り等の対応を速やかに

実施する 

 

施設・設

備の特徴 

・Ｓｓ９００にてクレーンが使用済吸着塔等へ波及的影響を及ぼさ

ないことを確認するまでは，貯蔵エリア（南）は使用しない 

・使用済吸着塔等の格納作業でクレーンが動作する時間は，施設運

用期間に比べ極めて短い 

・クレーンの運搬ルートは，保管中の使用済吸着塔等の上を通過し

ないことを基本とし，通常停止位置（ホームポジション）が，保

管中の使用済吸着塔等に干渉する位置ではない 

・貯蔵エリア（北）（中）での保管では，使用済吸着塔等とクレーン

通常停止位置の離隔が十分確保されている 

・使用済吸着塔等を保管した後は，原則としてクレーンが通常停止

位置（ホームポジション）から移動することはない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保管架台の設置に伴う記載の

追加 

 

 

 

 

保管架台の設置に伴う記載の

追加 
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表 5 大型廃棄物保管庫に適用する地震力注)1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 地震力の算定に際しては，水平２方向及び鉛直１方向の適切な組合せを行う。 

注)1：使用済吸着塔保管架台は別途申請予定であるため，本表には記載しない。 

注)2：既設の使用済吸着塔等はＢクラスで認可済 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・特定原子力施設への指定に際し東京電力株式会社福島第一原子力

発電所に対して求める措置を講ずべき事項の『Ⅰ．全体工程及び

リスク評価について講ずべき措置』を踏まえ，水処理二次廃棄物

の早期屋内保管による特定原子力施設全体のリスク低減及び最適

化のため，当面（2033年度まで）はＣクラスの地震力及びＳクラ

スの静的地震力を適用し，使用済吸着塔等を保管する 

 

表 5 大型廃棄物保管庫に適用する地震力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 地震力の算定に際しては，水平２方向及び鉛直１方向の適切な組合せを行う。 

注)1：既設の使用済吸着塔等はＢクラスで認可済 

注)2：特定原子力施設への指定に際し東京電力株式会社福島第一原子力発電所に対して求める措置を講

ずべき事項の『Ⅰ．全体工程及びリスク評価について講ずべき措置』を踏まえ，水処理二次廃棄

物の早期屋内保管による特定原子力施設全体のリスク低減及び最適化のため，当面（2033 年度ま

で）はＣクラスの地震力及びＳクラスの静的地震力を適用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保管架台の設置に伴う記載の

追加 

 

 

 

 

保管架台の設置に伴う記載の

削除 

保管架台の設置に伴う記載の

追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保管架台の設置に伴う記載の

追加及び適正化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 機
器
区
分 

設備名称 
耐震 

クラス 
耐震上の具体的な要求事項 

静的地震力 動的地震力※ 

弾性範囲 機能維持 弾性範囲 波及的影響 

（使用済吸着塔等） Ｓ注)2 
・Ｓｓ９００で使用済吸着塔等が損傷せず，

遮へい機能が失われないこと 

水平：３．６Ｃｉ 

鉛直：１．２Ｃｖ 
Ｓｓ９００ Ｓｄ４５０ － 

大
型
廃
棄
物
保
管
庫 

建屋（屋根） 

Ｃ 

（Ｓｓ：波及的影響） 

・Ｃクラスの地震力で遮へい機能が失われ

ないこと 

・Ｓｓ９００で倒壊等により，使用済吸着塔

等を破損させないこと 
水平：１．０Ｃｉ 

鉛直：－ 

－ 

－ 

Ｓｓ９００ 建屋（壁） 

建屋（柱，梁） － 

建屋（基礎（堰）） 
Ｃ 

（Ｓｓ：間接支持） 

・基礎（堰）は，Ｃクラスの地震力で漏えい

拡大防止機能が失われないこと 

・基礎スラブは，Ｓｓ９００で使用済吸着塔

等の間接支持機能が失われないこと 

Ｓｓ９００ － 

クレーン 
Ｃ 

（Ｓｄ：波及的影響） 

・Ｃクラスの地震力で運搬機能が失われな

いこと 

・Ｓｄ４５０で倒壊等により，使用済吸着塔

等を破損させないこと 

水平：１．２Ｃｉ 

鉛直：－ 
－ － Ｓｄ４５０ 

換気設備 

Ｃ 

・Ｃクラスの地震力で換気機能が失われな

いこと 

水平：１．２Ｃｉ 

鉛直：－ 
－ － － 非常用ベント口 

・Ｃクラスの地震力で水素の排出機能が失

われないこと 

電源・計装設備 
・Ｃクラスの地震力で電源供給機能，計測機

能が失われないこと 
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